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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜外来情報＞
・岩澤　渉様　　　新患３９歳、男性、アルコール依存症。
　　　　　　　　　若い頃より大酒家で､酩酊時はブラックアウトをすることが度々あった。理由は不明だが､H27年夏に離婚し､子2名(男女)の親権は元妻が持ち､本人は単身生活となった。同時期より飲酒量が増加し､焼酎等を毎晩晩酌するようになった(900ml以上/日)。同年秋より､元妻から｢それぞれの人生を歩む為､子供とはもう会わないでほしい｣と希望があり､子と会うことが出来なくなった。同時期より連続飲酒状態となり､H28年3月､吐血して倒れ､八戸市立市民病院へ救急搬送され入院。病名等は不明だが､胃の全摘出手術を施行していた
　　　　　　　　　H28年11月よりビールを再飲酒。以後､飲酒を止められず連続飲酒状態となり､酩酊時には易怒性､感情失禁が顕著に認められるようになった。交際相手より断酒を強く勧められ､H29年2月中旬より断酒。吐気･手指振戦･足の痺れ･眩暈･不眠等の離脱症状が認められていた。

交際相手より治療を勧められ､本人も同意し、初診。
肝硬変になりかけているとの話から、抗酒剤は処方せず、外来通院で様子を見ていくこととした。

・松永　勘五郎様　本日、拒否はあるが、説明には応じられ採血（セット3）実施していま

す。作業所への通所を主治医より声掛けしていますが、「行きません」

と返答しています。表情の硬さや言動の違和感などはみられません。
＜青陽館利用者情報＞
市澤　信行様…特にかわったことはなかった。気分の落ち込みもない。睡眠時間は3～４時
間とのこと。
久保　興介様…デイケアには道路状況が悪い為行けていない。精神症状は変わりないとのこと。母、本人より減薬希望あり本日より減薬となっている。　　　　　　　今後、セカンドオピニオンを検討している。

松村　勉様…気分は変わりない。食事もとれている。プログラムのエアロビは　　　　　　実施できているとの事。

八木橋　牧雄様…メンバーと一緒に鍋を行ったとの事。飲酒欲求は無く、飲酒についても強く否定している。
